
広告の自動運用でリソースを最適化し、
先進的な取り組みに着手するGANMA!のLINE広告活用法

企 業 紹 介

目的

施策

効果

・新規ユーザーを獲得したい
・若年層へのリーチを最大化したい
・広告運用の自動最適化により、インストール単価を抑制したい

・LINE広告のAPIを活用した広告の自動運用ツール「PYXIS」（ピクシス）
の導入

・広告運用レコメンドツールと類似配信機能を掛け合わせた配信
・サービスの特徴を際立たせるための、広告クリエイティブ改善

・広告配信の効率化・最適化に成功
・KPIとして設定したCPIが大幅に改善

コミックスマート株式会社

業 種 ：出版・エンタメ・ゲーム

事業概要 ：マンガコンテンツ事業
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「GANMA!」は10代から20代のユーザーを中心に支持される人気マンガアプリです。これまでに

170を超えるオリジナルマンガが公開され、連載中のオリジナルマンガは、第1話から最新話まで

を全話無料で読むことができます。サービスの運営元はインターネットマーケティング事業を中

心に手がけるセプテーニグループのコミックスマート株式会社（以下、コミックスマート）。

「LINE広告（旧LINE Ads Platform）」への広告出稿で新規ユーザー獲得を行う同社の取り組み

について、同社デジタルプロモーション担当・伊崎祐介氏と、同社のデジタルマーケティングの

取り組みをサポートするSepteni Japan株式会社（以下、Septeni Japan）の梅沢真実氏に話を

伺いました。



「LINE広告は他SNSに比べてアプリの重複利用率が低く、

“LINEにしかいない”かつ“若い”ユーザーにリーチできます」

コミックスマート株式会社

プラットフォーム部 マーケティング課 伊崎 祐介氏
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GANMA!の魅力を正しく理解し

てもらえるか、というもので

す」（伊崎氏）

そのような状況の中、同社は

LINE広告の運用を開始しました。

出稿メディア決定にあたり、2つ

の決め手があったといいます。

「1つ目は、LINEがユーザーの

日常的な利用回数が非常に多い

メディアであることです。この

特性により、広告出稿を通じて

LINEユーザーとの接触頻度を戦

略的に高めることができます。

もう1つは、他SNSに比べてアプ

リの重複利用率が低く、“LINEに

しかいない”かつ“若い”ユーザー

にリーチできる点です」（伊崎

氏）

広告運用を自動化したこ

とで質を高めるための取

り組みが可能に

LINE広告の運用を担当するのは、

Septeni Japanの梅沢氏。導入当

時について次のように振り返り

ます。

「連載中の作品が全話無料で読

めるGANMA!は、広告のCTR

（クリック率）が他のアプリと

比較して高くなる傾向にありま

した。全話無料であることは

ユーザーの注目を集める要素で

すので、KPIを達成していれば問

題ないのですが、CVR（コン

バージョン率）が低い広告の配

信量が急増してしまった場合な

ど、急激に変化する広告のパ

フォーマンスをコントロールす

るには人的な運用調整だけでは

不十分という課題を抱えていま

した」（梅沢氏）

そこで同社は、グループ会社の

株式会社セプテーニ・オリジナ

ルが開発した運用支援ツール

「PYXIS」(ピクシス)を導入。
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ユーザーの生活に根付い

たSNSであることが大き

な魅力

コミックスマートはGANMA!の

ローンチ以来、同社プラット

フォームへの集客のためにさま

ざまなプロモーションを実施し

ており、現在は新規ユーザーの

多くを運用型広告経由で獲得し

ています。

「サービスローンチ当初から、

各種デジタルメディアにおいて、

GANMA!のターゲットになりう

るユーザーに効率良くリーチで

きるよう広告戦略を練ってきま

した。そして、5年ほどが経過し、

より競合環境も激化する中で、

ある課題が上がるようになりま

した。それは、GANMA!のコア

ターゲット層、特に10代から20

代のユーザーに対して、どのよ

うにすれば的確かつ深くコミュ

ニケーションを取れるか、
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「LINE広告のパフォーマンスを最大限引き出し、広告主の課題解決のサ

ポートができるようなサービスを提供していきたい」

Septeni Japan株式会社

メディア本部第二コンサルティング部コンサルタント 梅沢 真実氏

うと、当社が理想とするユー

ザーは獲得できません。

GANMA!の広告運用では、ユー

ザーのアプリ内の行動履歴から、

理想とするユーザーをAIで予測

するデータソリューションツー

ル『Precog for APP（プリコグ

フォー アップ）』を導入してい

るのですが、このツールで『イ

ンストール後、翌月にもアプリ

を起動してくれる確率の高い

ユーザー』を予測し、LINE広告

の類似配信機能のシードデータ

として配信を行うことで、より

アプリを繰り返し利用してくれ

るユーザーを獲得することを目

指しています」（梅沢氏）

サービスの特徴を際立た

せたクリエイティブ施策

でCTRが向上

獲得件数を増加させるための“ク

リエイティブ”は、コミックス

マートとSepteni Japanの協議

により手掛けられます。

「自社でオリジナルのコンテン

ツを保有し、広告使用における

連携がとりやすいため、スピー

ディーなクリエイティブ制作が

できる点も我々の強み」と語る

伊崎氏。サービスおよび作品の

魅力を伝える際の工夫について

こう語ります。

「広告・コンテンツいずれの場

合も、ユーザーの限られた時間、

そして限られたフォーマットの

中で作品の魅力を感じてもらえ

るかが大きな鍵です。かつては、

インパクトのある作画とキャッ

チコピーを付けたバナー広告で

いかにユーザーの“引き”をつくる

かを重点的に考え配信していま

したが、やはりパフォーマンス

やその後の継続率に限界があり

ました。現在はそれ以上に、広

告上でマンガ購読を疑似体験し

てもらいながら、作品の魅力だ

けでなく、サービスそのものの

強みや魅力と結びつけてもらえ

るようなクリエイティブが必要

だと考えています」（伊崎氏）

「PYXISを導入して、KPIとして

設定しているCPI（インストール

単価）に応じて入札単価を自動

変更する機能や、目標のCPIを

オーバーしている広告を自動的

に停止する機能を活用しました。

これにより運用調整作業を効率

化しながらも、KPIを大幅に改善

することができました」（梅沢

氏）

梅沢氏は「ツール活用で生まれ

た時間を活用し、インストール

数の最大化を目的としたプロ

モーションだけではなく、アプ

リを沢山利用してくれるユー

ザーの獲得を最大化することを

目的とした施策に取り組めるよ

うになった」と、Septeni

Japanが開発した独自ツールと、

LINE広告の類似配信機能を組み

合わせた新たな施策について話

してくれました。

「極力多くのLINEユーザーに

リーチしたい気持ちがあります

が、全てを配信対象としてしま
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してもらえ、興味を引くことが

できたと考えています」（伊崎

氏）

最後に、両氏は今後の期待つい

てこう語ります。

「LINE広告では2018年8月に広

告配信プラットフォームの大幅

刷新を行ったことを皮切りに、

「自動最適化配信」や「LINE 

Dynamic Ads」などさまざまな

機能やメニューがリリースされ

ています。今後も、自動化が進

むLINE広告とPYXISの独自機能

を組み合わせることで、LINE広

告のパフォーマンスを最大限引

き出し、広告主の課題解決のサ

ポートができるようなサービス

を提供していきたいと思いま

す」と梅沢氏。さらに伊崎氏は、

今後の展望も踏まえながらLINE

に対する期待をこう述べます。

「GANMA!は現在全話無料で読

める連載オリジナルマンガコン

テンツに加え、12月のメジャー

アップデート以降、「連載が終

了した完結作品」、「外部パー

トナー様の作品」などの有料コ

ンテンツ（月額有料会員登録を

するとGANMA!上のすべての作

品が読み放題になるサブスクリ

プションモデル）も展開してい

ます。将来的には、LINE Payを

含めた決済情報とも掛け合わせ

られる新しい運用型広告の可能

性について期待しています」

（伊崎氏）

梅沢氏と伊崎氏は、クリエイ

ティブの改善を行った結果、特

にCTRが高まった事例を紹介し

てくれました。

「例えば、ある人気サイコホ

ラー作品を用いたクリエイティ

ブでは『全話無料だけど怖すぎ

て読み切れない』というキャッ

チコピーを用いた結果、従来型

の作品の内容だけを伝えたクリ

エイティブに比べ、CTRに顕著

な違いが現れました」（梅沢

氏）

「マンガアプリに限らず、多く

のユーザーが無料のサービスに

慣れ、目が肥えているため、ど

れだけ『全話無料』というベネ

フィットを伝えても『結局は課

金が必要なんでしょう？』と疑

心暗鬼で正しく理解されない事

も多い。そこで、このクリエイ

ティブのように、『“本当に無

料”なんだけど“怖すぎて読み切

れない”』という風に作品自体の

面白さとサービスの特性を結び

つける事で、より自分ごと化
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